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　Abstract : The work described in this paper was undertaken･･to investigate behaviours
concerning molybdenium, iron　and aluminium in sea water on the“Shiome” appearing
in the coas! at Kdchi, Japan.
　The result of the present investigation was concluded as follows.一Iron and aluminium
in sea water　on the“Shiome” were　ｍリch more　contained　than　in its　neighbourhood.
This fact means that these elements have tendencies to be concentrated on the“Shiome".
　In molybdenium, however, it was unable to find such 4 tendency.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．　緒　　　　　言
　本研究は著者等の“元素の挙勁に関する海洋化学的研究”1）の一環として実施したものである．
　沿岸水に生ずる潮目は海流の特異な現象の一つとして古くから注目されてきたが，特にその収斂
線においては種々な懸濁物や浮遊物，泡沫等が集まり，また鉛直方向えの海水の交換が盛んである
ことなどによって･海水の生産力が高いといわれ･海洋化学的に興味深い･　　　．
　従来,･潮目における種々な元素の挙動についてはあまり明らかにされていない．それは潮目にお
ける海水の運動か複雑であるために，種々な元素の挙動を定量的に論ずることか困難である理由に
よるものであろう．著者はさきに内湾水においても外洋水と同様に顕著な収斂線が形成され，潮目
の海水は周辺の海水に比べて鉄やアルミニウムを多く含んでおり，これらの元素か潮目において濃
縮される傾向かあることを指摘した．
　外洋においては水深や水塊の諸性質が内湾水の場合とはかなり異るので，外洋における潮目も内
湾水のそれとはかなり異った性質を示すであろう．ことに，内湾水や陸水が沿岸水に影響を与える
場合，潮目から沿岸までの海水は外洋水に比べて停滞する傾向が強いので水塊の境界である潮目の
形成によって一層沿岸水の移動を制限することも考えられ，内湾水の外洋えの輸送にとって特に注
目しなければならない．
　そこでまず土佐湾の沿岸水に生ずる潮目について検討することにした．土佐湾は黒潮本流か比較
的陸に接近するので海水はかなり複雑に流動しており，かつ仁淀川や物部川をはじめ数河川の陸水
や，浦戸湾，浦之内湾および須崎湾などの内湾水が流入するので，沿岸水は低かんで高かんな外海
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水との間に潮目を形成している．
　今回はこの潮目におけるモリブデン．鉄およびアルミニウムの分布を明らかにしその挙動につし
て検討したのでその結果を報告する．
　　　　　　　　　　　　　２．試料および分析方法●
　水深200m以浅に生じた潮目を対照とし，表層の水温を連続的に測定し，水温が急激に変化する
場合をもって潮目が存在するものと見倣し，更にその周辺を詳細に調査することによりこれを確認
した．また収斂線の形成が顕著である場合は目視観測によっても泡沫や浮遊物の状況でこれを確認
することができる．
Fig. 1.　Location of stations for coastal
　observations.
　さてこれらの潮目では，まず収斂線上の海水
と潮目外の海水とをそれぞれ採水してモリブデ
ン，鉄およびアルミニウムを定量し，比較検討
することにした．主な観測点は第１図に示す．
これらの潮目では収斂線が顕著な場合は水平方
向の幅があまり広くないので氷塊の差が明瞭で
ある．しかし収斂線が明らかに見られない場合
はかなり広い水域に亘って徐々に水塊が変化す
る．またたとえ明確に水塊が区分されるような
収斂線が形成されていても，常に一定の場所に
とどまらない．とくに表層における海水の移動
は複雑である．このような理由により収斂線上
で適確に採水することは極めて困難であった
か，多くの試料について検討したので全休的に
みれば潮目と潮目夕Fとの海水につき諸元素の含
有量の差を論ずることが可能であろうと思う．
　なお潮目における海水の鉛直方向えの混合は
極めて重要であるが，収斂線をもとにして諸元
素の挙動を検討するには比較的表層の海水に注
‘目すべきであると思われたので今回は主に表面
から５ｍ層までの海水について検討した．潮目
の鉛直方向えの流動に伴う諸元素の挙動は今後
の研究によって明らかにする考えである．
　分析の方法は，モリブデンについてはジチオ
ール法2)，鉄およびアルミニウムについてはオ
キシン法3）によった．定量法の詳細な説明は前報4）と同様であるので省略する．
　　　　　　　　　　　　　　　３．　結　果　お　よ　び　考　察
　分析の結果は第１表に示した．すなわち，はじめに予想したようにいずれの潮目においても鉄と
アルミニウムは周辺の海水よりも相対的に含有量が多く，この分析法の誤差±o.5rを考慮に入れて
もなお差が認められる．この事実の説明は種々あろうが，現段階では次のように考えた．すなわ
ち，これらの潮目は殆んどの場合下降流を生じ海水の運動が大きい．その上周辺の海水から潮目に
ろ輸送される種々な懸濁物や浮遊物が，海水中に溶存又は懸濁するこれらの元素を吸着しつつ潮目に
濃縮するものと推察される．このことは，収斂線から沿岸側の海水が常に外洋側の海水より鉄とア
ルミニウムを多く含む事実とも一致している／
　以上のような現象はモリブデンに関してはみられない，
有量に大差がなく，わずかに底層で多くなるようである．
大差＊がない．
すなわちいづれの潮目においてもその含
また第２表に示した外洋での測定値とも
　このようにモリブデンが鉄やアルミニウムのような挙動を示さないことは，これらの元素の存在
状態の相異によるものであろうと考えられる．このことに関して最近石橋等5）は極めて興味深い
研究結果を報告している．すなわち，pHの値が種々異る溶液から水酸化鉄を担体としてモリブデ
ンを共沈させたところ，ｐＨが４から以下の値では80～98％の共沈率を示すが，ｐＨの値が増すと
急に共沈率が減少し，通常の海水が示すpH ８.0附近ではモリブデンは殆んど水酸化鉄と共沈しな
いといわれる．今回の著者の結果もその事実と同様に考えることができる．したがって海水のモリ
ブデンは潮目において鉄やアルミニウムのように濃縮される傾向がみられないものと思われる．
　本研究を行うに当り御指導と御鞭鎧とを賜った京都大学石橋雅義名誉教授および高知大学山本広
志教授に厚く感謝の意を表します．
　また試料の一部を提供して下さった南海区水産研究所俊鷹丸の方々および同所の山中一技官に厚
く御礼申し上げます．
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＊　著者による最近の研究でEstuaryにおけるモIリブデンは塩素量と比例的に増減することを明らかにしてい
　る･．このごとについては別に報告する考えである．
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Table 1. Aluminium, Iron and Molybdenum｡content of water samples
　collectedfrom various stationsin ｃｏａらtjKochi prefecture.
桂浜沖27 km の潮目
temp. C゜Ｃ）
27.6
　－
chlorinity %
18.80
18.84
18.92
19.01
18.99
Fｅμ%n Mｏμg//
10.4
10.6
11.0
10.8
10.9
???????
　Location
　　　Ｎ２
　　　N.
ｏｎ（sｈｉｏｍｅ）
Current rip
　　　Si
　　　S2
　Location
　Ａ－1
(shiome)
　Ａ－2
Ａ－３
Ｂ－１
Ｃ－１
Ｂ－１
Ｃ－１
Ｂ－２
???????????
　　　　－
　　　　－
　　　28.0
depth(m)
??
??
?
?
????―
10
??????
??????
temp. (゜Ｃ）　chlorinity %
28.5
26.6
26.3
28.5
28.4
28.2
26.8
26.6
26.4
-
26.3
28.5
27.4
26.9
29.3
28.7
24.6
29.2
??????? ??????????? ?????
18.69
-
18.26
18.18
18.･52‘
18.43
18.21
19.-04ヽ･
19.21
18｡95
AIμ%n
-
　21.8
　40. 9
　43.9
1 32.2・
　17∧0二
一一　　　　1
，Feμg/2
34.5
41.6
36J
18.3
20.4
26.6
21.4
18.7
,29.. 6
-
46.9
126.4
　83.5
　63.2
　26.4
　43.･7
　53.3
　16ﾝ6
8.5
10.3
14.3
7.7
9.5
-
AIμdl
-
　18.6
　12.5
　14.3
　9.6
　9.5
　13.1
　12.8
　7.4
　9.2
-
　23.5
　86.7
　46.7
　38.3
　16.2
　28.5
　32.4
　7.8
Mｏμg/1
-
　8.5
　8.5
　10.2
　9.1
　8.5
　10.7
　8.6
　8.9
　9.7
-
　9.5
　10.1
　11.0
　8.7
　9.い
　10.7
　10.1
　9.9
桂浜沖13. 8kmの潮目
　Location　　　depth (m)
１
??
　　　　surface
(shiome)　//
???
temp. (゜Ｃ)
　　25.4
　　25.2
　　24.4
　　24.1
　　24.5
chlorinity'‰･　AIμ%n　　Ｆｅμdl　　Mo
18.-77
18.68
18.77
18J 78
19.01
31.2
32.5
18.3
17. 5
19.6
12.6
14.7
7.2
6.4
7.6
9.6
8.7
10.3
10.1
　9.8
'Samples collected on 1 Sept.
Location
-
ド
２
depth(ｍ)
??
??
?????
20
30
50
75
?????????
temp. (゜Ｃ）
-
　25.8
　25.9
　25.8
　25.6
　25.7
　25.7
　23.4
　25.6
　25.8
　25.9
　25.9
　25.5
　25.5
chlorin.ity %
　　18.81
　　18.77
　　18.79
　　18.･77
　　18.71
　　18.81
　　19.09・
　　18. 74
　　18ｿ76
　　18.‘76　1‘
　　18/87
　　18.97
　　18.99
Atμg//
34.3
36.2
27:8
25.4
･□.7
12.9
28.5
16.5
18.6.
21.4
18.5
13.2
21.4
Fｅμz/l
11.3
12.4
10.8
1!.2
i2. 4
　9.6
14.1
10.7
11.6
12.1
10.4
　9.2
　8.3
1959.
一
Ｍｏμdl
　9.3
　8.6
　8.6
　9.5
10パ
　9.4
10.2
　8.8
　9.1
　8.6
　8.5
　9.4
10.2
Location
-
30°O6'N
140°2ｙ Ｅ
27°58'N
144°1Ｆ Ｅ
26°O5'N
148°09' Ｅ
10.6
11.0
　8.5
10.3
　8.8
　7.4
　9.8
10.6
10.6
　9.5
10.6
n.0
　9.1
　9,6
10.4
10.0
10.8
10.9
　8.6
10.1
　9.9
５
ゝ
　　　　　　Table 2. Molybdenum､contents of sea water taken on PacificOcean
小笠原諸島近海のモリブデン含有量　　　　　　　　　　　、
Date
-
30 June
(1960)
1 July
(1960)
2 July
(1960)
depth(ｍ)
-
　　0
　53
　124
　312
505
198
610
　0
　50
100
200
306
401
?
????????
???
? ?????????
?―?
?
???
?
temperature °Ｃ　　chlorinity%　　molybdenumμ%/l
25.8
22.9
20.3
18.5
17.0
13.2
　9.5
27.4
21.3
18.8
17.3
15.6
12.9
　6.9
28.4
23.0
19.2
17.4
15.7
12.7
　6.9
19.18
19.26
19.40
19.28
19.27
19.03
19. 18
19.21
19.23
19.33
19.29
19.21
19.06
18.89
19.47
19.46
19.35
19.28
19.31
19.08
18.87

